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特
別
展「
生
物
の
進
化
と
恐
竜
ワ
ー
ル
ド
」が
は
じ
ま
る
よ
！ 208

三葉虫。細長い軸の先に眼がある
（（一財）進化生物学研究所所蔵） 軒先ちょうちん

　
7
月
に
２
０
２
０

－

21
年

度
会
長
に
就
任
。「
Ｒ
ｅ
ｓ

ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
＆
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ

ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
敬
意
と

協
働
）」
を
テ
ー
マ
に
「
様

々
な
業
種
の
会
員
が
集
う

中
、
互
い
に
専
門
性
を
尊
重

し
、
力
を
合
わ
せ
て
成
果
を

挙
げ
た
い
。
ま
た
、
活
動
の

『
見
え
る
化
』
も
促
進
し
、

結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

き
れ
ば
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
07
年
に
同
ク
ラ
ブ
入
会
。

数
年
前
に
は
会
員
で
結
成
さ

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

に
加
わ
り
、
イ
ン
ド
で
５
歳

以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
た
こ

と
も
。「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
絆
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
日
本

と
は
異
な
る
環
境
で
経
験
し

た
こ
と
は
意
義
深
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　
１
５
０
０
年
代
か
ら
続
く

田
原
医
家
の
15
代
目
。
専
門

は
小
児
科
で
、
診
療
所
２
階

で
「
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
を

運
営
す
る
な
ど
「〝
か
ら

だ
〞
と
〝
こ
こ
ろ
〞
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
大
切
に
」
診
療
に

当
た
る
。

1952年9月後河原生まれ。附属山口小・中、
山口高から東京慈恵会医大入学。87年か
ら米国エール大へ留学し、帰国後国立大蔵
病院小児科医長、国立成育医療センター小
児期診療科医長などを経てたはらクリニッ
ク（後河原）を継承。現在は院長。

山
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

田
原
　
卓
浩
さ
ん

671

　
　
赤
﨑
　
英
里

特
別
展
担
当

　「
三
葉
虫
っ
て
知
っ
て

る
？
」
『
知
っ
て
る
よ
ー

！
』「
じ
ゃ
あ
、
マ
ス
ト
ド

ン
っ
て
知
っ
て
る
？
」『
え

〜
？
　
な
に
そ
れ
〜
？
』　

　
現
在
の
地
球
に
は
、
多
様

な
生
物
が
相
互
に
関
わ
り
合

る
、
地
球
史
上
の
大
事
件
が

起
き
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
生

物
は
海
か
ら
陸
へ
の
進
出
や

数
回
の
大
量
絶
滅
な
ど
を
経

て
進
化
し
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
ほ
乳
類
の
祖
先
は
、
こ

れ
ら
大
量
絶
滅
の
危
機
を
何

回
も
生
き
の
び
て
い
ま
す
。

　
県
立
山
口
博
物
館
で
は
、

古
生
代
か
ら
新
生
代
に
至
る

生
物
の
貴
重
な
化
石
や
中
生

代
に
繁
栄
し
た
恐
竜
の
化

石
、
山
口
県
内
で
発
見
さ
れ

た
恐
竜
の
卵
化
石
と
足
跡
化

石
な
ど
を
展
示
す
る
特
別
展

「
生
物
の
進
化
と
恐
竜
ワ
ー

ル
ド
　
発
見
！
探
検
！
６
億

年
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」
を

８
月
７
日
か
ら
開
催
し
ま

す
。
マ
ス
ト
ド
ン
が
何
者
か

を
知
る
に
は
博
物
館
に
行
か

な
く
ち
ゃ
！
　
お
出
か
け
前

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ

ク
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
前

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
立
山
口
博
物
館

い
な
が
ら
生
息
し
て
い
ま

す
。
こ
の
多
様
性
は
、
今
か

ら
お
よ
そ
６
億
年
前
の
カ
ン

ブ
リ
ア
の
大
爆
発
と
よ
ば
れ

大
殿「
軒
先
ち
ょ
う
ち
ん
」

祭
り
は
中
止
で
も
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
「
山
口
七
夕
ち
ょ
う

ち
ん
ま
つ
り
」
は
中
止
に
な

っ
た
が
、
毎
年
祭
り
を
通
し

て
住
民
同
士
が
交
流
を
深
め

て
き
た
大
殿
地
域
で
は
「
２

０
２
０
つ
な
が
る
大
殿
七
夕

ち
ょ
う
ち
ん
」
事
業
と
し
て

あ
す
６
日
、「
軒
先
ち
ょ
う

ち
ん
」
を
飾
り
、
各
家
庭
で

静
か
に
祭
り
の
風
情
を
楽
し

む
。

　
軒
先
ち
ょ
う
ち
ん
は
、
中

に
乾
電
池
式
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
キ
ャ

ン
ド
ル
を
入
れ
、
約
１
㍍
の

竹
竿
に
つ
る
し
て
軒
先
に
掲

げ
る
。
こ
れ
ま
で
も
祭
り
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
地
域
の

民
家
や
店
先
に
飾
ら
れ
て
き

た
。「
今
年
は
よ
り
多
く
の

人
に
」
と
大
殿
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
が
１
０
０
セ
ッ
ト

を
用
意
。
地
域
内
で
協
賛
す

る
住
民
に
配
布
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
の
清
水
力

会
長
は
、「
イ
ベ
ン
ト
の
多

く
が
中
止
に
な
る
中
で
『
中

止
ば
か
り
で
は
元
気
が
出
な

い
』
と
い
う
声
を
受
け
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
で
き
る

こ
と
を
検
討
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
灯
り
で
地
域
の
つ
な
が
り

を
再
確
認
し
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。

　「
つ
な
が
る
大
殿
七
夕
ち

ょ
う
ち
ん
」
事
業
は
、
地
縁

の
復
活
と
伝
統
文
化
の
継
承

を
目
的
に
09
年
に
始
ま
っ

た
。
毎
年
同
祭
り
に
合
わ

せ
、
築
山
神
社
で
大
内
氏
の

霊
を
慰
め
る
「
な
ご
め
祭

り
」
や
、
八
坂
神
社
で
火
打

ち
石
を
使
っ
た
「
火
起
こ
し

の
儀
」
と
分
灯
、
町
内
に
４

千
個
以
上
の
ち
ょ
う
ち
ん
飾

り
つ
け
、
子
ど
も
地
域
歴
史

学
習
会
、
山
口
ふ
る
さ
と
伝

承
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
縁
日

と
和
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

毎
年
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
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組
合
員
さ
ん
の「
わ
が
家
の
い
ち
お
し
」紹
介

～
コ
ー
プ
も
め
ん
豆
腐
～

　
コ
ー
プ
で
は
、
組
合

員
さ
ん
の
「
わ
が
家
の

い
ち
お
し
」
の
声
を
集

め
、
お
す
す
め
の
理
由

や
コ
メ
ン
ト
を
お
店
や

宅
配
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
共
感
や
新
し
い
お

気
に
入
り
の
発
見
に
も

つ
な
が
り
、
皆
さ
ん
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

コ―プやまぐちが開発したプ
ライベート・ブランドのお豆
腐です

「
コ
ー
プ
も
め
ん
豆
腐
」の
特
長

組
合
員
さ
ん
の
お
す
す
め
の
声

な
く
て
は
な
ら
な
い
食
材
で
す

豆
腐
の
バ
タ
ー
焼
き

豆
腐
の
豚
バ
ラ
巻
き

　

コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
の
も
め
ん
豆
腐
、
大
好
き
で

す
。
香
り
、
か
た
さ
、
味
、
す
べ
て
が
わ
が
家
の
好

　
コ
ー
プ
で
は
、「
コ
ー
プ
も
め
ん
豆
腐
」
を
は
じ
め
、

食
卓
の
お
役
立
ち
商
品
や
、
組
合
員
さ
ん
の
声
を
お
届

け
中
。
お
店
や
カ
タ
ロ
グ
で
、
あ
な
た
の
「
い
ち
お

し
」
も
ぜ
ひ
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

　
昔
な
が
ら
の
味
と
風
味
、
崩
れ
に
く
さ
が
特
徴
の

も
め
ん
豆
腐
。
原
料
の
大
豆
は
、
コ
ー
プ
が
指
定
し

た
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ナ
ー
さ
ん
（
通
称
ボ
ブ
さ
ん
）
を

中
心
と
し
た
契
約
農
家
で
収
穫
さ
れ
た
、
遺
伝
子
組

み
換
え
を
行
っ
て
い
な
い
大
豆
で
す
。

に
。
辛
味
が
欲
し
い
と
き
は
、
ソ
ー
ス
に
粒
マ
ス
タ
ー

ド
を
加
え
る
と
い
い
で
す
よ
。
豆
腐
が
か
た
い
の
で
焼

き
や
す
い
で
す
。　
　
（
周
防
大
島
町　

う
さ
ぎ
さ
ん
）

　

豆
腐
は
水
切
り
し
て
、
豚
バ
ラ
を
巻
い
て
お
き
ま

す
。
バ
タ
ー
を
投
入
し
て
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
、
に

ん
に
く
チ
ュ
ー
ブ
少
々
と
醤
油
を
入
れ
、
豆
腐
の
豚
バ

ラ
巻
き
を
加
え
て
炒
め
る
と
、
立
派
な
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
に
な
り
ま
す
！　
　
（
山
口
市　

な
で
し
こ
さ
ん
）

　

豆
腐
を
バ
タ
ー
で
焼
き
、
バ
ル
サ
ミ
コ
酢
・
ナ
ッ
ツ
・
塩
コ
シ
ョ
ウ
を
合
わ
せ
て

煮
詰
め
た
ソ
ー
ス
を
か
け
る
と
、
夏
バ
テ
の
と
き
で
も
簡
単
で
食
欲
が
わ
く
一
品

み
に
合
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
の
味
噌
汁
の
具
に
は
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
炒
り
豆

腐
、
煮
豆
腐
、
焼
き
豆
腐
な
ど
、
こ
の
も
め
ん
豆
腐
で
な
け
れ
ば
決
ま
り
ま
せ
ん
。

わ
が
家
の
必
需
品
の
食
材
の
ひ
と
つ
で
す
。　
　
　
　
　
（
美
祢
市　

Ｓ
・
Ｆ
さ
ん
）次回は8月12日掲載

催
　
　
し

60
歳
以
上
が
対
象

保
育
サ
ポ
ー
ト
講
習

︻
山
口
ふ
し
の
ミ
ニ
バ
ス
男

子
体
験
会
開
催
の
お
知
ら

せ
︼
①
令
和
２
年
８
月
23
日

（
日
）12
：
30
〜
13
：
30
宮
野

小
体
育
館
②
令
和
２
年
８
月

29
日（
土
）
９
：
00
〜
10
：
00

大
殿
小
体
育
館
／
対
象
小
学

生
男
子
。
参
加
費
無
料
。
大

多
和
０
９
０
８
６
２
９
１
０

７
７

︻
催
場
︼
～
15
日︵
土
︶：
世

界
の
昆
虫
迷
路
ラ
リ
ー
︻
美

術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︼
～
11
日

︵
火
︶：
線
描
画 

田
村
覚
志

展
、
高
野
友
美
陶
展
　
灰
の

状
景
。 山

口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内

　
子
ど
も
へ
の
対
応
や
遊
び

方
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
保
育
に

必
要
な
こ
と
を
座
学
と
実
技

で
学
ぶ
「
保
育
サ
ポ
ー
ト
講

習
」
が
、
19
日（
水
）
か
ら
21

日（
金
）
ま
で
の
３
日
間
、
県

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
吉

敷
下
東
３
）
で
開
か
れ
る
。

受
講
無
料
で
、
申
し
込
み
締

め
切
り
は
11
日（
火
）。
　

　
時
間
は
、
19
日
が
午
後
１

時
半
か
ら
４
時
半
、
20
日
が

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
、

21
日
が
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
。

　
対
象
は
、
市
内
在
住
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
・
就
業
で
き
る
60
歳
以

上
の
人
。
シ
ル
バ
ー
会
員

で
、
職
種
転
換
を
希
望
す
る

人
お
よ
び
１
年
間
就
業
し
て

い
な
い
人
も
含
む
。

　「
会
場
で
は
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
で
、
安

心
し
て
ご
参
加
を
」
と
主
催

の
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
は
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
同
会
（
☎
０
８

３

－

９
２
１

－

６
０
７
０
）

へ
。

19～21日

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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 １行記事　あす６日、山口ライオンズクラブが「山口献血ルームＦｏｒｙｏｕ」を貸し切り、１００人以上が献血する。１日１００人以上の献血活動は、県内では唯一。

『
白
神
山
地
マ
タ
ギ
伝
・
鈴
木
忠
勝
の
生

涯
』
と
あ
る
本
を
み
つ
け
た
。
白
神
山
地
と

マ
タ
ギ
と
い
う
言
葉
に
惹
か
れ
た
。
目
の
前

に
深
い
森
と
鳥
獣
、
た
だ
寡
黙
に
歩
く
マ
タ

ギ
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
き
れ
い
な
空
気
を

肺
い
っ
ぱ
い
に
吸
っ
た
気
分
に
な
っ
た
。

　
表
紙
の
鈴
木
忠
勝
氏
の
写
真
に
目
を
奪
わ

れ
た
。
あ
あ
、
な
ん
と
い
い
顔
だ
。
慈
愛
に

満
ち
た
目
、
そ
し
て
厳
し
く
凛
々
し
い
。
ほ

ん
の
四
十
年
前
頃
に
は
農
村
で
、
町
場
の
工

場
で
よ
く
見
か
け
た
顔
に
近
い
。
身
体
を
動

か
し
労
働
し
て
い
る
顔
だ
。
思
慮
深
く
知
恵

の
あ
る
顔
だ
。
彼
の
顔
に
魅
了
さ
れ
て
す
ぐ

　
古
本
屋
の
店
内
で
な
に
か
面

白
い
本
が
な
い
か
、
と
探
し
て

い
た
ら
、
黄
緑
色
の
背
表
紙
に

に
買
っ
た
、
毎
日
、
鈴
木
氏
の
顔
を
見
た

い
。
大
人
の
顔
に
会
い
た
い
。

　〝
人
間
は
肉
体
で
あ
る
と
同
時
に
精
神

で
す
。
肉
体
は
必
ず
年
を
と
る
も
の
で
す

が
、
精
神
は
、
物
理
的
時
間
と
は
違
う
時

間
を
生
き
て
い
る
の
で
、
あ
る
意
味
で
年

を
と
る
と
も
言
え
る
し
、
全
く
年
な
ど
と

ら
な
い
と
も
言
え
る
。
精
神
が
う
ま
く
年

齢
を
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
場
合
、

「
成
熟
す
る
」
と
い
う
ふ
さ
わ
し
い
言
い

方
が
あ
り
ま
す
。「
死
と
は
何
か
」　
池
田

晶
子
著
よ
り
〞。
鈴
木
氏
の
顔
に
私
は

「
成
熟
」
を
見
る
。
私
に
「
成
熟
」
は
遠

い
。
顔
は
扁
平
で
な
ん
の
陰
影
も
な
い
。

　
今
日
も
鈴
木
忠
勝
氏
の
顔
を
じ
っ
と
見

る
。
長
く
考
え
る
。
眺
め
つ
く
し
た
ら
、

さ
あ
、
本
の
頁
を
め
く
ろ
う
。
今
度
は
鈴

木
氏
の
心
の
成
熟
に
会
い
に
行
か
ね
ば
。

成
熟

作
品
募
集

県の有効求人倍率
８カ月連続低下し、１・２１倍に ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

社
員
有
効
求
職
者
数
（
同
）

は
１
万
１
７
２
６
人
（
同

１
・
８
％
増
）
だ
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口
管
内

を
見
る
と
、
６
月
の
有
効
求

人
倍
率
（
同
）
は
1
・
08

倍
。
今
年
１
月
の
１
・
64
倍

以
降
低
下
を
続
け
て
い
た

が
、
５
カ
月
ぶ
り
に
上
昇
。

前
月
を
０
・
03
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
。
ち
な
み
に
、
前
年

　
県
は
、
地
域
や
地
域
の
人

た
ち
と
多
様
に
関
わ
る
「
関

係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に

向
け
、「
山
口
つ
な
が
る
案

内

所

」（https://www.
ymg-tunagaru.jp/

）
を
開

設
。
そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募

集
し
て
い
る
。
最
優
秀
賞
１

点
（
副
賞
：
県
産
品
ギ
フ
ト

券
、
県
内
宿
泊
券
ま
た
は
図

書
カ
ー
ド
５
万
円
相
当
）、

優
秀
賞
２
点
以
内
（
同
：
県

　
山
口

労
働
局

が
こ
の

ほ
ど
発

表
し
た

６
月
の

県
内
の

有
効
求

人
倍
率

（
季
節

調

整

値
）
は

１
・
21

倍
で
、

前
月
を

０
・
02

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
８
カ
月

連
続
で
低
下
し
た
。

　「
求
人
が
求
職
を
上
回
っ

て
推
移
し
て
い
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
弱
い
動
き
が

み
ら
れ
る
」
と
、
県
内
の
雇

用
情
勢
を
表
現
。
こ
の
基
調

判
断
は
、
４
月
以
降
３
カ
月

連
続
と
な
る
。

　
有
効
求
人
数
（
同
）
は
２

万
２
９
０
３
人
（
前
月
比

０
・
７
％
減
）
で
、
有
効
求

職
者
数
（
同
）
は
１
万
８
８

９
９
人
（
同
０
・
６
％
増
）

だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
新
規

求
人
数
（
同
）
は
８
６
１
３

人
（
同
１
・
９
％
増
）
で
、

新
規
求
職
者
数
（
同
）
は
４

５
８
３
人
（
同
10
・
３
％

増

）。

新

規

求

人

倍

率

（
同
）
は
１
・
88
倍
で
、
前

月
を
０
・
15
ポ
イ
ン
ト
下
回

っ
た
。
新
規
求
人
数
の
前
年

同
月
と
の
比
較
を
産
業
別
に

見
る
と
、「
１
０
０
人
以
上

増
加
」
は
ゼ
ロ
。
逆
に
「
１

０
０
人
以
上
減
少
」
は
、
製

造
業
、
運
輸
業
・
郵
便
業
、

卸
売
業
・
小
売
業
、
宿
泊

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・
娯
楽

業
、
医
療
・
福
祉
、
サ
ー
ビ

ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い

も
の
）
が
該
当
し
た
。

　
ま
た
、
正
社
員
有
効
求
人

倍
率
（
原
数
値
）
は
１
・
05

倍
で
、
前
年
同
月
に
比
べ

０
・
22
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
。
３
年
10
カ
月
連
続
で
１

倍
台
で
推
移
し
て
い
る
。
正

社
員
有
効
求
人
数
（
同
）
は

１
万
２
３
３
８
人
（
前
年
同

月
比
15
・
５
％
減
）
で
、
正

同
月
は
１
・
67
倍
だ
っ
た
。

　
※
季
節
調
整
値
：
農
業
就

業
者
が
春
か
ら
夏
に
か
け
て

増
加
し
、
秋
以
降
減
少
し
て

い
く
と
い
っ
た
季
節
的
な
要

因
で
毎
年
同
じ
よ
う
な
動
き

を
「
季
節
変
動
」
と
呼
ぶ
。

そ
の
「
季
節
変
動
」
を
除
去

し
た
数
値
が
「
季
節
調
整

値
」。

産
品
ギ
フ
ト
券
、
県
内
宿
泊

券
ま
た
は
図
書
カ
ー
ド
１
万

円
相
当
）
が
選
ば
れ
る
。

　
応
募
は
郵
送
ま
た
は
持
参

で
。
締
め
切
り
（
消
印
有

効
）
は
21
日（
金
）。
問
い
合

わ
せ
は
、「
住
ん
で
み
ぃ

ね
！
ぶ
ち
え
え
山
口
」
県
民

会
議
事
務
局
（
☎
０
８
３

－

９
３
３

－

２
５
４
６
）
へ
。

　
市
歴
史
民
俗
資
料
館
が
10

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
雪

舟
の
ア
ト
リ
エ
だ
っ
た
雲
谷

庵
が
テ
ー
マ
の
企
画
展
を
開

催
。
現
在
の
雲
谷
庵
跡
（
天

花
１
）
の
建
物
は
、
１
８
８

４
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
、
再
建
後
か
ら
１
９
１
５

年
頃
ま
で
毎
月
歌
会
が
開
か

れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に

ち
な
ん
で
、
広
く
短
歌
を
募

集
し
、
応
募
者
全
員
の
短
歌

を
「
雲
谷
庵
展
」
で
掲
示
す

る
。

　
大
賞
（
１
首
）
に
大
内
塗

工
芸
品
、
優
秀
賞
（
３
首
）

に
徳
地
和
紙
製
品
、
佳
作

（
６
首
程
度
）
に
は
山
口
の

和
菓
子
が
贈
呈
さ
れ
る
。

　
応
募
は
郵
送
か
メ
ー
ル

で
。
締
め
切
り
（
必
着
）
は

31
日（
月
）。
問
い
合
わ
せ
先

は
、
市
文
化
財
保
護
課
（
☎

０
８
３

－

９
２
０

－

４
１
１

１
）。

「
山
口
つ
な
が
る
案
内
所
」

 

ロ
ゴ
マ
ー
ク

「
雲
谷
庵
展
」短
歌



2020年（令和 2年）８月５日㈬　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（https://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
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